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荒木 徹：それではご指名により総合討論の司会をさせていただきます。時間は 17 時までというこ







































三雲 健：先ほど山元先生が第一講座のゼミで 1954 年のビキニ環礁の核爆発のときに観測された気
圧波の話をされたということを言われましたが、私はそのお話は初めてで、印象深く伺いました。

















































でしょうな。長谷川先生の仕事は Chapman 先生の Geomagnetism の本に延々と出てますが、あれ
は田中舘愛橘先生が推薦し、学士院紀要（英文、Proceedings of the Japan Academy)に載せた長谷






















言ってます。先生は 95 歳まで活躍されたんですね。 































































































































にある。3 つのうちの 1 つがアジアにあったりするということも面白いですね。そういうなかで、
大型のウィーヘルト地震計が何台も日本に入ってきているという、そんな歴史があるわけで、ヨー
ロッパの流れを物指においといて、それに対して京都大学がどういう対応をしてきたかという、そ
ういう比較をした方がよいのではないかと思います。一番最先端なものに追いつこうということを
急ピッチでやっていた時代ですね。 
 
[資料保存（2）－阿武山観測所など] 
川崎一朗：1990 年に京都大学の地震関係を防災研に統合したとき、暫定的に、阿武山観測所は、そ
の使命は終わったということになりました。地震予知研究センターでの議論の上、今年から、観測
の拠点として再活用することになり、4 月からは飯尾さんが阿武山観測所勤務になりました。営繕
などの予算の問題とか、いろいろな問題がありましたし、また、マスコミの注目を浴び、「満点計画」
とも絡んで新聞にも出ましたが、この様な話は別の機会にしたいと思います。阿武山観測所には、
ウィーヘルト地震計、ガリツィン地震計、佐々式大震計、佐々式強震計、プレス－ユーイング型長
周期地震計など、多くの歴史的地震計がありますが、これまでに伊藤潔先生や技術職員の伊藤勝祥
さん・浅田照行さんが中心になって、外から訪問して来られた方にもわかるような説明も付けて整
理してくださいました。不十分とは思いますが、このように資料保存への努力は続けられておりま
す。また、記録については、梅田先生が大分前から記録の写真を撮るという作業を続けてこられま
したが、これについては梅田先生から直接お話していただいた方がよいと思います。 
梅田康弘：阿武山にあった古い記録で 1935 年からの機械式地震計の煤書き記録をマイクロフィル
ムに残すことを十数年前にやりました。それから 4 年ほど前に地震予知振興会がそれらを全部ディ
ジタル化されました。 
島田：上賀茂の記録も阿武山にありましたね。 
梅田：あれはやってません。 
伊藤 潔：阿武山に保管されている上賀茂の煤書き記録も、地震予知振興会でディジタル化されま
した。 
津村：いま地震予知振興会では、大学関係の古いところでは京大の上賀茂観測所と東北大の向山観
測所の地震記録をスキャナーで読み取って、ディジタル化しています。例えば関東地震の場合など、
気象庁は本震の記録は残しているのですが、余震の記録は全部捨ててしまっているんですね。上賀
茂と向山には関東地震の余震の記録が残っているのでそれをディジタイズしています。 
梅田：関東地震のころに島原でも地震観測の記録がありますね。 
須藤靖明：京大では 1922 年の島原地震の直後から島原でウィーヘルト地震計を用いた地震観測を
始めていますので、そのデータは阿蘇にあります。1923 年の関東地震のときに、本震では地震計の
針がとんでしまいましたがすぐに修理して、関東地震の余震のデータは残っています。 
 
 33
[研究会のまとめと今後の予定について] 
加藤：京都大学の地球物理学研究は、地球物理学教室だけで行われてきたものではなく、防災研究
所もあるし、私達の分野で言えば工学部の方から発信しているものもある。また、昔は天文関係の
人達も随分地球物理の研究をやっていた。そんなわけで、日本全体を考える前に、京都大学のいろ
んなところでやられた地球物理の研究にも目をやってほしい。 
竹本：まず、本日の集会のプロシーディングスをどうしようかということを発表者の間で話をした
のですが、発表に使われたパワーポイントのファイルと所長挨拶並びに総合討論の内容をテープか
ら起したものをまとめて、地球物理同窓会のホームページの下に貼り付けさせてもらうということ
で、田中寅夫同窓会長のご了解もいただいております。そこで、皆さんのご異存がなければその方
向でまとめさせていただきます。次に研究会の今後の予定ですが、私としましては、この１回だけ
で終了するのではなく、今日お話に出ましたように、日本の地球物理学、世界の地球物理学の流れ
のなかで、京大で行われてきた研究がどのような役割を果たしてきたかなどの観点から、今回漏れ
た研究分野も含めてもう１回はこれまでの歴史を振り返る研究会を開催し、そのあとに現役の皆さ
んを中心にして、現在の到達点と今後の方向性をまとめていただく研究会を開催できたらよいと思
っております。過去百年の研究を振り返るとともに、今後百年につながる研究展望が見えてくると
いいなと思っています。 
